
1
面

枯
芝
生
に
お
化
け
カ
ボ
チ
ャ
が
ご
ろ
ご
ろ
と
地
雷
埋
ま
ら
ぬ
平
和

な
ニ
ホ
ン�

玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
情
景
か
ら
地
雷
を
連
想
し
、
平
和
を
願
う
歌
。

妻
の
造
語
「
赤
秋
」
を
愛
し
能
登
に
生
き
仲
代
達
矢
い
の
ち
燃
や

せ
り�

葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

　
老
い
て
情
熱
を
失
わ
ず
生
き
た
名
優
を
象
徴
す
る
「
赤
秋
」。

赤
き
木
瓜
老
樹
な
れ
ど
も
帰
り
花
二
輪
咲
か
せ
て
師
走
む
か
え
る

�

逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

　
具
体
の
捉
え
方
が
い
い
。
新
年
へ
む
け
て
の
元
気
も
出
る
歌
。

焼
か
れ
つ
つ
焦
が
さ
れ
つ
つ
も
し
し
ゃ
も
ら
は
声
高
ら
か
に
ハ
レ

ル
ヤ
歌
う�

藤
沢
市
　
藤
本
　
和
香

の
ん
ち
ゃ
ん
と
昔
の
ま
ま
に
吾
を
呼
ぶ
施
設
の
兄
の
声
の
は
ず
み
て

�

津
　
石
川
　
詔
子

職
人
の
指
し
な
や
か
に
壁
を
塗
る
艶
や
か
な
空
は
冬
の
前
兆

�

葉
山
町
　
中
島
　
保
行

江
の
島
へ
光
の
橋
の
掛
か
り
初
め
小
さ
き
地
球
に
初
日
は
届
く
　

�

片
瀬
　
中
村
　
　
喬

鎌
倉
の
山
よ
り
ぐ
ん
ぐ
ん
昇
り
く
る
初
日
の
出
見
つ
つ
平
和
祈
ら
ん

�

植
木
　
秦
　
　
和
之

小
春
日
の
人
気
少
な
き
公
園
の
バ
ラ
の
苗
木
の
名
札
新
し

�

藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

凛
と
し
て
赤
一
本
の
冬
の
薔
薇
　
熱
き
想
い
を
忘
れ
て
い
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

ア
ル
プ
ス
の
見
え
て
信
濃
の
林
檎
も
ぐ
家
族
総
出
の
声
に
ぎ
や
か
に

�

横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

〈
天
〉禅
寺
の
僧
の
早
足
石
蕗
の
花�

腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
い
か
に
も
鎌
倉
で
見
か
け
ら
れ
る
景
色
。
石
蕗
の
花
の
色
ど
り
を

出
し
て
い
る
。
明
暗
が
で
て
い
た
。

〈
地
〉小
春
日
に
鏡
の
如
く
光
る
海�

寺
分
　
松
本
　
賢
悟

　
な
か
な
か
見
立
て
の
よ
い
一
句
。
小
春
日
と
光
は
別
の
輝
き
で
も

あ
る
。
季
題
が
生
き
て
い
た
。

〈
人
〉一
茶
忌
や
今
も
お
空
に
子
と
遊
ぶ�

城
廻
　
塩
田
　
文
子

　
私
も
信
州
信
濃
町
の
一
茶
忌
で
講
演
を
し
、
墓
参
り
も
し
て
き
た
。

今
な
お
残
る
一
茶
の
句
は
永
遠
だ
。

夕
映
え
や
遠
き
富
士
よ
り
鳥
渡
る�

藤
沢
市
　
山
田
　
節
子

　
富
士
か
ら
の
鳥
渡
る
は
遠
近
が
あ
る
よ
う
で
な
い
。写
生
が
利
い
た
。

鎌
倉
や
穴
場
は
ひ
そ
と
谷
戸
紅
葉�

片
瀬
　
中
村
　
　
喬

　
上
五
の
切
れ
字
が
素
晴
し
い
。
二
階
堂
も
穴
場
で
あ
る
。

小
春
日
の
我
影
軽
く
な
り
に
け
り�

台
　
黒
岩
　
伸
幸

　
こ
ん
な
と
こ
ろ
も
客
観
的
に
見
れ
て
い
て
全
体
が
浮
か
ん
で
き
た

作
品
。

霜
の
華
足
踏
み
し
つ
つ
見
ゆ
幼
な�

小
袋
谷
　
眞
壁
　
英
子

秘
境
の
地
山
峡
に
入
り
山
眠
る�

岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

通
学
路
朝
の
挨
拶
冬
の
ち
ょ
う�

　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

木
守
り
柚
子
今
年
は
唯
一
な
り
し
も
の�

城
廻
　
横
山
　
初
恵

訪
ね
来
し
化
野
仏
に
時
雨
か
な�

城
廻
　
増
田
　
陽
子

羽
子
板
の
音お
と
懐
か
し
き
時
代
劇�

材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

蝋
燭
の
灯
の
消
え
る
ま
で
ク
リ
ス
マ
ス�

材
木
座
　
羽
賀
　
潔
子

箱
根
路
の
芒
が
原
は
雲
の
中�

手
広
　
高
口
　
道
宏

寒
柝
に
応
へ
て
星
の
揺
れ
に
け
り�

山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

小
津
映
画
心
に
残
り
秋
刀
魚
焼
く�

藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

吾
輩
も
猫
も
稀
な
り
漱
石
忌�

葉
山
町
　
大
塚
喜
代
子

鈍
色
の
通
学
道
に
石
蕗
咲
け
り�

逗
子
市
　
濱
野
八
十
一

も
の
の
ふ
の
廟
の
香
の
満
つ
菊
日
和�

横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

美術館・文学館めぐり

県立近代美術館 葉山
☎ 046・875・2800

若江漢字とヨーゼフ・ボイス 撮影
されたボイスの記録。そして共振

若江撮影のボイスの写真や
２人の造形作品の展示

～ 2/23
1200 円

没後 10 年 江見絹子 1962 年のヴェネチア・ビエ
ンナーレ出品作品を中心に

～ 2/23
250 円

県立近代美術館 鎌倉
☎ 22・5000

THOUSANDS ARE SAILING
川口起美雄

70 年代の初期作品から初公
開の新作まで

～ 2/1
700 円

鏑木清方記念美術館
☎ 23・6405

冬美人－押絵羽子板と
ともに

女性たちの冬の装いの口絵
や押絵羽子板などを紹介

～ 1/12
300 円。

鎌倉市川喜多映画記念
館☎ 23・2500

サスペンス・ミステリー映
画の奇しい世界

サスペンスとミステリーの古典から
近作までを取り上げその魅力に迫る

～ 3/29 500 円
（鎌倉市民無料）

鎌倉歴史文化交流館
☎ 73・8501

没後 800 年 北条政子
－鎌倉を生きた女性たち

政子の生涯を辿り、中世の鎌倉の女性
たちを取り巻く社会背景や役割を紹介

～ 2/28
400 円

鎌倉文華館 鶴岡ミュー
ジアム☎ 55・9030

鶴岡八幡宮の季節展
－文様と美

伝統文様に焦点を当てた展示。
石段脇の大銀杏のかつての姿も

～ 2/1
600 円

観音ミュージアム
☎ 22・6100

坂東三十三所と東国の
観音巡礼

各札所のご本尊の画像のパ
ネル展示や未公開文化財

～ 1/18
500 円

北鎌倉葉祥明美術館
☎ 24・4860

絵本「かみさまへのてが
み」展

かみさまへの子ども達からの手紙をま
とめた本（翻訳 谷川俊太郎　絵 葉祥明）

～ 1/16
600 円

北鎌倉古民家ミュージ
アム☎ 25・5641

ぜんまい手紡ぎ織
菊地星女展

菊地星女が亡くなる直前ま
で約 10 年の作品展示

～ 1/12
600 円

県立金沢文庫
☎ 045・701・9069

金澤文庫本
－流離う本の物語

名古屋市蓬左文庫の重要文
化財 5件を里帰り展示

～ 1/18
800 円

藤澤浮世絵館
☎ 0466・33・0111

浮世絵すごろく
THE WORLD

江戸時代、絵師たちによっ
て描かれたすごろくを紹介

～ 2/23
無料

藤沢市アートスペース
☎ 0466・30・1816

制作・展示支援プログラム
Artists in FAS 2025

小山友也・dabada・平松可
南子・Lvdiankk の作品展

1/10 ～ 3/15
無料

遊行寺宝物館
☎ 0466・22・2063 遊行寺の什宝 遊行寺に伝わる絵画・工芸・

経典・典籍・文書などを公開
1/1 ～ 2/18
500 円

山口蓬春記念館
☎ 046・875・6094 昭和100年！ 旅する蓬春 旅という視点で大正から昭和に

かけての蓬春の画業を振り返る。
～ 1/25
600 円

茅ヶ崎市美術館
☎ 0467・88・1177

菅野陽と浜田知明　
銅版画の夜明け前

作風や時代の共通点のある
2人の銅版画家の軌跡

～ 2/23
400 円

平塚市博物館
☎ 0463・33・5111

丹沢でみつけたスゴい石－
丹沢山地の化石・岩石・鉱物

研究者やコレクターの所蔵
品や丹沢産の石の紹介

～ 1/12
無料

神奈川近代文学館
☎ 045・622・6666

文学の森へ 
神奈川と作家たち

第１部 夏目漱石から萩原朔
太郎まで

～ 1/25
260 円

大佛次郎記念館
☎ 045・622・5002

「大佛次郎の愛した猫コ
レクション展」【大猫展】

愛蔵品や収蔵の猫コレクショ
ンを文章や写真とともに展示

1/4 ～ 4/19
200 円

そごう美術館
☎ 045・465・5515

Perfume COSTUME MUSEUM 
FINAL EDITION

メジャーデビュー以降の衣
装を紹介する大規模衣装展

～ 1/12
1600 円

▼
鏑
木
清
方
記
念
美
術
館

▽
冬
美
人
︱
押
絵
羽
子
板
と

と
も
に
　
１
月
12
日
ま
で
。

女
性
た
ち
の
冬
の
装
い
を
描

い
た
口
絵
や
清
方
が
手
が
け

た
着
物
や
年
賀
状
、
名
押
絵

師
・
永
井
周
山
に
よ
る
清
方

の
名
作
《
明
治
風
俗
十
二
ヶ

月
》の
押
絵
羽
子
板
を
紹
介
。

▽
見
る
・
愛
で
る
小
さ
な
芸

術
︱
鏑
木
清
方
の
卓
上
芸
術

　
１
月
17
日
～
３
月
１
日
。

清
方
の
泉
鏡
花
の
小
説
を
絵

物
語
に
し
た
《
註
文
帖
》
や

歌
舞
伎
の
「
寺
子
屋
」
を
手

の
ひ
ら
サ
イ
ズ
に
折
帖
に
描

い
た
《
寺
子
屋
画
帖
》
な
ど

「
卓
上
芸
術
」
作
品
を
所
蔵

品
か
ら
紹
介
。
３
百
円
。
☎

23
・
６
４
０
５

▼
サ
ス
ペ
ン
ス
・
ミ
ス
テ

リ
ー
映
画
の
奇あ
や

し
い
世
界

　
３
月
29
日
ま
で
川
喜
多

映
画
記
念
館
。
ス
リ
ル
を
味

わ
う
サ
ス
ペ
ン
ス
映
画
と
謎

解
き
を
楽
し
む
ミ
ス
テ
リ
ー

映
画
の
両
ジ
ャ
ン
ル
の
古
典

か
ら
近
作
ま
で
を
取
り
上

げ
る
。
５
百
円
、
鎌
倉
市
民

無
料
。

【
関
連
上
映
】「
三
十
九
夜
」

１
月
12
・
14
・
16
・
17
日
／「
バ

ル
カ
ン
超
特
急
」
12
・
15
・

16
・
18
日
／
「
断
崖
」
14
・

15
・
17
・
18
日
／
「
女
の

中
に
い
る
他
人
」
20
・
21
・

23
・
25
日
／
「
レ
イ
ク
サ
イ

ド 
マ
ー
ダ
ー
ケ
ー
ス
」
20
・

22
・
24
・
25
日
。
千
３
百
円
。

【
か
ま
く
ら
世
界
映
画
週
間

《
イ
ン
ド
篇
》】「
燃
え
あ
が

る
女
性
記
者
た

ち
」
27
・
28
・

30
・
２
月
１
日

／
「
私
た
ち
が

光
と
想
う
す
べ

て
」
27
・
29
・

31
・
２
月
１
日

／
「
ビ
ッ
グ
・

シ
テ
ィ
」
28
～

31
日
。
千
３
百

円
。【『
燃
え
あ

が
る
女
性
記
者
た
ち
』
＋

ト
ー
ク
】「
映
画
か
ら
見
え

る
イ
ン
ド
社
会
」
松
岡
環
さ

ん
。
２
月
１
日
。
千
９
百
円
。

☎
23
・
２
５
０
０

▼
北
条
政
子
︱
鎌
倉
を
生
き

た
女
性
た
ち

　
２
月
28
日
ま
で
鎌
倉
歴
史

文
化
交
流
館
。
北
条
政
子
の

生
涯
を
辿
り
、
中
世
鎌
倉
を

生
き
た
女
性
た
ち
の
社
会
背

景
や
役
割
を
紹
介
。
安
養
院

所
蔵
の
北
条
政
子
坐
像
を

特
別
展
示
。
４
百
円
。
☎

７
３
・
８
５
０
１

▼
浮
世
絵
す
ご
ろ
く
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ

　
２
月
23
日
ま
で
藤
澤
浮
世

絵
館
。
江
戸
時
代
に
遊
戯
と

し
て
発
展
し
絵
師
た
ち
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
す
ご
ろ
く

を
紹
介
。
無
料
。

▽
講
演
会 

県
立
歴
史
博
物

館
連
携
講
座
「
す
ご
ろ
く
で

旅
気
分
︱
江
戸
庶
民
の
楽
し

み
方
」
１
月
12
日
10
時
半
、

辻
堂
市
民
図
書
館
。
申
込
～

11
日
。
▽
講
演
会
「
絵
双
六

に
み
る
幕
末
の
世
界
観
」
31

日
、
藤
沢
市
役
所
。
申
込
４

～
30
日
。
☎
０
４
６
６
・
33

・
０
１
１
１

▼
五
光
窯
　
魅
惑
の
彩
磁
器

Ⅴ
︱
藤
本
岳
英
・
江
里
子

　
１
月
24
日
ま
で
小
町
通

り
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆
堂
。

年
始
は
５
日
～
。
☎
22
・

３
７
６
９

▼New  Year Special

　
１
月
10
～
25
日
北
鎌
倉

ギ
ャ
ラ
リ
ー
月
。
猫
、
雛
、

干
支
…
縁
起
物
で
新
年
の
始

ま
り
を
。
☎
22
・
２
９
１
３

▼
鎌
倉
美
術
家
協
会
洋
画
部

会
展

　
１
月
13
～
18
日
11
鎌
倉
芸

術
館
。
油
絵
・
版
画
・
水
彩

な
ど
大
作
を
含
め
て
約
60
点
。

古
川
方
☎
32
・
２
３
４
０

▼
神
奈
川
県
美
術
展
60
周
年

記
念 

受
賞
作
家
展
「
こ
れ

ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
」

　
１
月
23
～
31
日
鎌
倉
芸
術

館
。
１
９
６
５
年
か
ら
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
県
下
最
大

規
模
の
公
募
展
。
第
1
回
大

賞
受
賞
者
大
森
運
夫
さ
ん
や

美
術
界
で
活
躍
す
る
作
家
の

約
50
点
を
展
示
。
平
面
・
立

「舞妓」昭和 5 年（1930）当館蔵

体
・
工
芸
・
書
・
写
真
な
ど
。

▽
中
高
生
特
別
企
画
展
の
入

賞
・
入
選
作
品
の
展
示
。

▽
ト
ー
ク 

24
日
14
時
、「
こ

れ
ま
で
も
」
美
術
評
論
家
酒

井
忠
康
・
水
沢
勉
。「
こ
れ

か
ら
も
」
三
沢
厚
彦
（
彫

刻
家
）、
石
原
陸
郎
（
美
術

作
家
）、
間
瀬
春
日
（
漆
芸

家
）、
山
口
大
梦
（
書
家
）、

當
間
妙
（
写
真
家
）
の
各

氏
。
無
料
。
同
実
行
委
☎

０
４
５
・
６
２
２
・
５
９
０
１

▼
し
あ
わ
せ
の
隠
れ
場
所

　
１
月
19
日
14
時
、
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
。
２
０
０
９
年
の

ア
メ
リ
カ
映
画
の
上
映
。
ア

メ
フ
ト
の
ス
タ
ー
の
波
乱
に

　
１
月
９
～
12
日
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

　
鎌
倉
市
文
化
協
会
の

展
示
６
部
門
＝
美
術
連

盟
、
書
道
連
盟
、
華
道

連
盟
、
写
真
連
盟
、
鎌

倉
彫
協
議
会
、
園
芸
家

協
会
の
作
品
展
示
。
主

催
は
鎌
倉
文
化
協
会
。

市
文
化
課
☎
23
・
３
０

０
０

　鎌倉市観光協会が観光プロモーション
事業の一環で毎年行っている写真コンテ
ストで、今年で 30 回目。審査委員は写
真家・十文字美信さんら。
【応募方法】フォトコンテスト応募ページ
(www.kamakura-photo.org/contest) か
らデジタルデータで1月31日までに応募
（5MB 以内 /JPEG のみ）。詳細は HP。
発表は３月下旬～４月上旬。
【賞と賞品】最優秀賞、優秀賞、特別賞、
入選など計 25 点。来年のカレンダーに
も掲載予定。賞品はキャノンコンパクトデ
ジタルカメラPowerShot V1、宿泊券など。
【問合せ】鎌倉市観光協会☎ 23・3050　
https://www.trip-kamakura.com/

「鎌倉」 プロモーションコンテスト 2026
今年のテーマは「まるごと鎌倉」

と
ん
だ
人
生
と
家
族
の
絆
の

物
語
。
無
料
。
逗
子
市
図

書
館
☎
０
４
６
・
８
７
１
・

５
９
９
８

▼
県
民
の
た
め
の
能
を
知
る

会 

鎌
倉
公
演

　
１
月
24
日
鎌
倉
能
舞
台
。

【
朝
の
部
】
10
時
。
解
説
「
平

家
物
語
と
能
」、
狂
言
「
千

鳥
」、
能
「
知
章
」。

【
昼
の
部
】
14
時
。
解
説

「
奈
良
の
能
」、
狂
言
「
抜

殻
」、
能
「
春
日
龍
神
」。

６
５
０
０
円
。
同
能
舞
台
☎

22
・
５
５
５
７

▼
ふ
く
ぶ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ネ

マ
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ

ン 

チ
ャ
ポ
ン
の
ヒ
ー
ロ
ー
！
」

　
１
月
25
日
10
時
半
・
13
時

半
、
葉
山
町
福
祉
文
化
会

館
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
精

神
「
愛
と
勇
気
」「
生
ま
れ

て
き
た
意
味
と
生
き
方
」
を

問
う
物
語
。
千
円
。
同
館
☎

０
４
６
・
８
７
６
・
１
８
７
１

▼
菅
野
陽
と
浜
田
知
明 

銅

版
画
の
夜
明
け
前

　
２
月
23
日
ま
で
茅
ヶ
崎
市

美
術
館
。
銅
版
画
界
の
新
し

い
表
現
を
求
め
た
菅
野
陽
と

浜
田
知
明
を
紹
介
。
４
百
円
。

☎
０
４
６
７
・
88
・
１
１
７
７

▼
ア
ー
ト
便
　
太
神
楽 

翁

家
勝
丸
出
張
公
演

　
１
月
28
日
11
時
、
逗
子
市

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
。
太
神
楽
曲

芸
師 

翁
家
勝
丸
さ
ん
の
獅
子

舞
と
曲
芸
。
逗
子
市
在
住
で

60
歳
以
上
。
無
料
。
要
申

込
。
文
化
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
☎

０
４
６
・
８
７
０
・
６
６
２
２

▼
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　
１
月
24
日
17
時
、
湘
南

台
文
化
セ
ン
タ
ー
。
四
季
の

曲
を
通
し
て
惑
星
の
季
節
の

謎
と
地
球
の
四
季
を
感
じ
よ

う
。「
千
本
桜
」な
ど
。７
百
円
。

18
時
、
湘
南
台
公
園
。「
し

ま
し
ま
木
星
観
望
会
」
☎

０
４
６
６
・
45
・
１
５
５
０

▼
防
災
と
福
祉
の
講
演
会

「
災
害
時
、
子
ど
も
達
が
快

適
に
過
ご
せ
る
避
難
所
っ
て

作
れ
ま
す
か
？
」

　
１
月
18
日
10
時
、
鎌
倉
市

福
祉
セ
ン
タ
ー
。「
被
災
地

で
の
子
ど
も
の
居
場
所
」
の

講
演
と
鎌
倉
の
子
育
て
支
援

グ
ル
ー
プ
ら
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
。
鎌
倉

市
在
住
在
勤
者
対
象
。無
料
。

要
申
込
。
鎌
倉
市
社
会
福
祉

協
議
会
☎
23
・
１
０
７
５

▼
児
童
書
作
家
の
村
上
雅
郁

さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
し
よ
う
！

　
１
月
18
日
13
時
半
、
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
か
ま
く
ら
。
鎌
倉

市
育
ち
、
第
49
回
児
童
文
芸

新
人
賞
な
ど
数
々
の
賞
を
受

賞
し
た
村
上
雅
郁
さ
ん
の
お

話
会
。
市
内
在
住
・
在
学
の

中
高
生
。
メ
ー
ル
で
申
込
～

16
日
。
こ
ど
も
み
ら
い
部
青

少
年
課
☎
61
・
３
８
８
６

▼
県
博
セ
ミ
ナ
ー
「
錦
絵
に

描
か
れ
た
歌
舞
伎
」

　
２
月
１
・
８
・
15
日
13
時

半
（
全
３
回
）、
講
師
は
１

日 

藤
澤
茜 

神
奈
川
大
学
准

教
授
、
８
日 

女
流
義
太
夫
・ 

竹
本
土
佐
子
さ
ん
、
鶴
澤
津

賀
花
さ
ん
。
15
日 

同
館
学

芸
員
・
桑
山
童
奈
さ
ん
。
各

千
円
。
申
込
～
14
日
。
神
奈

川
県
立
歴
史
博
物
館
☎
０
４

５
・
２
０
１
・
０
９
２
６

新
春
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
２
０
２
６

昨年のギャラリー展

鎌
倉
朝
日
３
面

鎌
倉
朝
日
６
面
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